
 

  



令和３年度全国学力・学習状況調査から                      美作市立土居小学校 

※結果分析（○できている ●できていない） 

＜学力調査＞ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学習状況調査〉 

 

 

 

＜学習状況調査＞ 

 

 

 

 

 

 

※学校としての対応・目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算 数】 
○速さと道のりを基に，時間を求める式に表すことができることが正答率１００％でした。 
○データを二次元の表に分類整理することができることが正答率１００％でした。 
○帯グラフで表された複数のデータを比較し，示された特徴をもった項目とその割合を記述できることが 

全国平均より ３８．９ポイント高いです。 
●複数の図形を組み合わせた図形の面積について，量の保存性や量の加法性を基に捉え，比べること

が全国平均より １８．０ポイント低いです。操作活動を通して、量感をともなって理解することを大切に

します。 

●集団の特徴を捉えるために，どのようなデータを集めるべきかを判断することが全国平均より １０．３

ポイント低いです。算数科だけでなく様々な教科で、データの意味や表す内容などを学習することで、

データの有効な活用について理解を深めます。 

【国 語】 
○思考に関わる語句の使い方を理解し，話や文章の中で使うことや，自分の主張が明確に伝わるように，

文章全体の構成や展開を考えることが正答率１００％でした。 
○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことが，ほぼ正答率１００％でした。 
○文の中における主語と述語との関係を捉えることが正答率１００％でした。 
●目的や意図に応じて，理由を明確にしながら，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することの

正答率が全国平均より ２．１ポイント低いです。授業の中で，理由や根拠を意識しながら書く活動をす

る必要があります。 

○９０．９％の児童が，将来の夢や希望を持っています。 
○算数の授業の内容がよく分かる人が９０％を超えています。 
○家で，自分で計画を立てて勉強をしている人が８０％を超えています。 
●自分でやると決めたことは，やり遂げるようにしている人が，全国平均と比べて３８．８ポイント低いです。

スモールステップで目標を設定して，最後までやり遂げる経験を積ませます。 
●難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦している人が，全校平均よりも ３５．４ポイント低いです。小さな

成功体験を積み重ねることで，失敗を恐れず挑戦することの大切さを感じさせます。 

◎「土居小タイム（放課後学習）」を毎日設け，国語や算数の基礎基本と共に，発展問題にも取り組み 

ます。 
◎授業では，自力解決やペア・グループ学習の時間を設定し，互いの考え方を伝え合うことで，考え方が

深まるようにしていきます。 
◎読書では，自分の思いや願いを大切にして本を選び，一人読みと共に親子読書の推進に努めます。 
◎「漢字検定」「計算検定」を各学期末に実施して，基礎基本の定着を図ります。 
◎家庭と連携し，「家庭学習の手引き」「家庭学習がんばりカード」を活用して「１０分×学年＋１０分」の 

家庭学習を児童が主体的にできることを目指します。 
◎携帯電話やスマートフォン，タブレットなどに使い方について，学級指導を行ったり，学級懇談や人権

PTAなどで保護者の方と共に考える機会を持ったりして，よりよい使い方ができるように取り組みます。 

     以上のような学校の指導意図をご理解いただき，ご家庭でもご協力いただきますよう， 
     よろしくお願いいたします。 


